














































































ここで、 ρ(r，t)はコロイド密度の揺らぎ、 Dは低密度極限の拡散係数、 V(r)はコロイド粒子間の
相互作用、 v(r)= (す払Oぅ0)はシア流速場である。最後のη(r，t)は、ランダムノイズであり、
(η(r， t)η(r'， t')= 2Dマ.V' p(r， t)6(r -r')6(t -t') (2.2) 
を満たす。式(2.1)の右辺第一項がシアによる対流を表す項である。密度場の相関関数(の波数表
示)F(k， t) = (内(t)ρ-k)/N(Nは全粒子数)に対する閉じた方程式を導出するためには、式(2.1)
に、標準的なMCT導出の手続きを施せば良い。概略は以下の通りである [18]0(i)相互作用 V(r)




換える。 (vi)シア系の空間並進対称性、 (Pk(t)ρq)~ (ρkt (t)p_k)6(k(t) + q)を用いる。ここで、
kt = (んうん+すんt，kz)は、シアによるアフィン変換により、時々刻々変形する波数を表す。以上
の手順に従って導出される方程式は、シア中の相関関数F(k，t) = (ρk_t (t)ρ-k)/Nに対して、
dF(k， t) Dk~t "'/1 ，¥ rt"， U/L ，1¥ dF(k， t')




(kぅt)= 一一ト~~ Vk(q， p)F(qt， t)F(pt， t)Vkt(qt，Pt) 2po kt J (21T)3 (2.4) 
と表される。ここで、 p=k-q、poは平均密度、九(q，p)= {k . qC(q) + k. pc(p)}/kは、粒
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